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(2) 厚板オーステナイト系ステンレス鋼の EB溶接における溶接欠陥について 高温割れおよびポロシ
ティ防止対策，開先および施工条件の管理，始終端処理の健全性におよぼす影響および溶接補修の可
能性について定量的に検討している。
たとえば，高温割れを防止するには母材の (p + S) 量を 0.045 %以下にする必要があり，また，
ポロシティ防止のための母材のガス成分量は板厚によって異なるが，板厚 5 0 凹の場合には酸素量を




継手の疲労強度減少係数は1.6 "-' 1.8 であることを示し，その他の継手性能においても従来の溶接法
により得られた継手性能より非常に優れていることを明らかにしている。
(4) 以上の結果を基に 厚板オーステナイト系ステンレス鋼製発電用原子力機器の製作における EB溶
接技術仕様を作製するとともに，大型EB溶接装置を設置し，実機への適用をはかり，多くの成果を
あげている。
以上のごとく本論文は，世界に先がけて厚板オーステナイト系ステンレス鋼製発電用原子力機器に E
B溶接を適用するための基礎的諸条件を明らかにすると共に，すぐれた継手性能を得るための諸方策を
確定したもので，溶接工学，溶接技術向上に与える効果は極めて大である。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
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